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コンサルテーション事業報告 

事 業 の 名 称 教育資源バンクづくり 事 業 代 表 者 劉靖 

対 象 東松島市公立小中学校における『総合的学習の時間』担当教員 

目 的 と 内 容 

本事業は、東松島市教育委員会、同市内の公立小中学校および一般

社団法人東松島みらいとし機構と協力し、同市内の教育資源を調査

し、学校教育に協力できる市民および企業を整理し、当該地域にお

ける小中学校で開講される『総合的学習の時間』科目づくりに必要

な教育資源バンクを構築し、当該地域の小中学校における『総合的

学習の時間』の授業づくりのための取組の構築を目的とする。 

１． 東松島市における持続可能な開発目標の実現に関わる会社

や個人もしくは団体に関する情報を収集した。 

２． 現地教育委員会・一般社団法人東松島みらいとし機構と協

力し、市内学校の「総合的学習の時間」科目に協力できる会

社や個人もしくは団体などを対象にし、調査を行い、教育資

源バンクを整理した。 

３． 市内の矢本東小学校の「総合的学習の時間」の担当教育と

の連携を通して、教育資源バンクを利用する形で、今年度秋

学期に小学校 4 年生に向けの「総合的学習の時間」の授業プ

ランを立て、詳細な授業デザイン・教材の開発を行った。 

実 施 日 

および 

実 施 回 数 

2025 年 6 月（1 回）、7 月（1 回）2 月（1 回）オンライン打合せ 
2025 年 7 月 22 日 
2025 年 9 月 17 日 
2025 年 12 月 9 日 
2025 年 12 月 15 日 

実 施 場 所 東北大学、東松島市内、オンライン 

主なスタッフ 

劉靖（東北大学大学院教育学研究科） 

引間世枝美（一般社団法人東松島みらいとし機構・代表理

事） 

金野徳子（株式会社青葉環境保全） 

東松島市矢本東小学校 

人 数 
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瀧口綾（東北大学大学院教育学研究科大学院生） 

魏伊敏（東北大学大学院学部生研究生） 

牛卓言（東北大学大学院学部生研究生） 

金林花音（東北大学大学院学部生） 

ス タ ッ フ の 

活 動 内 容 

2025 年 6 月 

市内関係者とのオンライン打ち合わせを行った。 

2025 年 7 日 

市内関係者とのオンライン打ち合わせを行った。 

2025 年 7 月 22 日 

市内の長寿味噌工場下見を行った。 

2025 年 9 月 16 日 

12 月市内小学校で行われる学習活動についての打合せを行った。 

2025 年 12 月 15 日 

事前講義・工場見学・国際理解教育・「“長寿味噌のヒミツを探ろう！”

続編 SDGs 授業」を行った。 

2026 年 2 月 

本取組みの成果を市内関係者に報告した。 

 

先端教育研究実践センター年報, 2026, 26, 195-203 事業報告｜ボランティア事業 

 
－1－ 

令和 7 年度「東北大学学校ボランティア」活動報告 

西塚 孝平 1・照井 茉奈 2 

1. 東北大学大学院教育学研究科 

2. 東北大学教育学部 2 年 

 

今年度より、学校ボランティア事務局の運営は新しい顧問教員（第一報告者）と学生ス

タッフ（第二報告者）に引き継がれ、新体制を迎えた。本稿では、事業概要は従前どおり

のため説明を省略し、今年度注力した取り組みの具体と今後の展望を報告する。ここで紹

介する各種の取り組みは、過去 20 年分のセンター年報「ボランティア事業」を通読し、

大切にすべき理念と優れた実践を抽出したうえで、それらを継承しつつ発展させることを

めざしている。なお、報告書作成の都合上、本稿で言及している「今年度」とは原則とし

て 2025 年 4 月 1 日から 2026 年 1 月 31 日までの期間を指す。 

 

１．活動の概要 

１－１．学生サポートスタッフへの対応に関する活動 

事務局が設定した年間重点活動は 2 つあり、うち 1 つは学生サポートスタッフ（以下、

SS と表記）との関係性を、事務的で業務遂行的なものから人間的で協働的なものに転換

させていくことである。事務局の基本業務は、学内広報で募集した SS を、仙台市教育委

員会（以下、市教委と表記）を通じて活動希望先の市内小中学校に派遣することであるが、

学校ボランティアのねらいとする「学生の自分づくり（学校参加による地域教育の活性化

と自身の社会成長）」を実質化するためには、SS とのあいだで信頼と責任を相互に引き受

ける関係性を形成しつつ、SS の実践を高度化させるための教育的支援の整備と拡充を図

ることが不可欠な要件となる。それらが不十分であるかぎり、ボランティアは参加実績 （交

換価値）として蓄積され、成長や変容の資源 （使用価値）としての活用は限定的にとどま

るだろう。SS の多様な参加動機と関わり方（２－１参照）が「自分づくり」へと確実に接

続されるようにケアリングすることも事務局の主要業務の 1 つであり、この文脈におい

て、 「実践の高度化」は SS の支援技術の洗練だけでなく、活動を通じて深い学びを得よう

とする志向性の高まりと、そのような情意面を支える学習方略 （学び方や意味づけの仕方）、

情動の自己調整 （感情の扱い方）、社会的学習 （他者との関わり方）に関する知識の豊富化

まで射程に含める。 

以上の前提を踏まえ、今年度は教育的支援ならびにケアリングとして 3 つのアプローチ

を試みた。それは、A）登録時のニーズ・動機確認、B）モニタリング （活動報告や見学）、

C）振り返りの創出であり、特に活動報告と振り返りは、過去に事務局が運用していた「活

動報告書」の様式を改良したものである。 
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